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検
察
庁
の
各
種
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
対
応
の
あ
り
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書

週
刊
朝
日
二
月
十
二
日
発
売
号
の
二
十
二
頁
か
ら
二
十
四
頁
に
か
け
て
、
「
暴
走
検
察

子
ど
も
�
人
質
�
に

女
性
秘
書

『
恫
喝
』
十
時
間
」
と
の
見
出
し
の
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
上
杉
隆
氏
に
よ
る
論
文
（
以
下
、
「
上
杉
論
文
」
と
い
う
。
）
が

掲
載
さ
れ
、
そ
れ
に
は
、
東
京
地
方
検
察
庁
特
別
捜
査
部
に
所
属
し
て
い
る
民
野
健
治
検
事
が
、
本
年
一
月
十
五
日
、
小
沢
一

郎
民
主
党
幹
事
長
の
政
治
資
金
を
め
ぐ
り
逮
捕
さ
れ
た
石
川
知
裕
衆
議
院
議
員
の
女
性
秘
書
に
対
し
、
被
疑
者
と
し
て
の
出
頭

を
予
め
明
確
に
求
め
る
こ
と
な
く
全
く
別
の
理
由
で
呼
び
出
し
、
不
意
打
ち
の
様
な
形
で
事
情
聴
取
を
行
っ
た
、
そ
の
際
に
外

部
と
の
連
絡
を
無
理
矢
理
絶
た
せ
た
、
同
秘
書
に
対
し
、
事
実
関
係
云
々
に
関
係
な
く
、
検
察
の
言
い
な
り
に
な
る
こ
と
を
脅

迫
と
も
と
れ
る
様
な
言
い
ぶ
り
で
求
め
、
黙
秘
権
を
否
定
す
る
か
の
様
な
発
言
を
し
た
、
当
初
押
収
品
の
返
却
と
の
理
由
で
呼

び
出
し
て
お
き
な
が
ら
、
一
つ
の
押
収
品
も
返
却
し
な
か
っ
た
旨
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
本
年
二
月
三

日
、
東
京
地
方
検
察
庁
の
谷
川
恒
太
次
席
検
事
は
、
「
上
杉
論
文
」
は
事
実
で
な
い
と
す
る
抗
議
文
（
以
下
、
「
抗
議
文
」
と

い
う
。
）
を
週
刊
朝
日
の
山
口
一
臣
編
集
長
に
出
し
、
「
上
杉
論
文
」
に
お
け
る
記
述
三
点
を
挙
げ
、
具
体
的
に
そ
れ
ら
が
ど

の
様
に
事
実
と
異
な
る
か
を
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。
右
と
「
政
府
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
一
五
九
号
）
を
踏
ま
え
、

質
問
す
る
。

一



一

先
の
質
問
主
意
書
で
、
過
去
に
検
察
庁
と
し
て
、
「
抗
議
文
」
と
同
様
に
、
あ
る
特
定
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
文
書

を
送
付
し
、
抗
議
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
、
あ
る
の
な
ら
、
過
去
に
ど
の
様
な
報
道
に
関
し
、
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対

し
て
、
ど
の
様
な
理
由
の
下
、
ど
の
様
な
内
容
の
抗
議
を
行
っ
た
の
か
、
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
と
問
う
た
と
こ
ろ
、

「
政
府
答
弁
書
」
で
は
「
お
尋
ね
の
過
去
に
お
け
る
文
書
に
よ
る
抗
議
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
答
弁
は
、
検
察
庁
に
お
い
て
記
録
の
有
無
を
調

べ
、
ま
た
、
同
庁
に
お
け
る
担
当
者
に
問
い
合
わ
せ
が
な
さ
れ
た
上
で
、
つ
ま
り
、
同
庁
に
対
し
、
直
接
問
い
合
わ
せ
た
上

で
作
成
さ
れ
た
も
の
か
。
確
認
を
求
め
る
。

二

「
政
府
答
弁
書
」
に
は
「
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
」
と
あ
る
が
、
記
録
は
な
く
と
も
、
検
察
庁
に
お
い
て
報
道
機
関
に

対
応
す
る
部
署
の
職
員
に
問
い
合
わ
せ
を
す
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
事
実
関
係
を
把
握
で
き
る
の
で
は
な
い
の
か
。

三

先
の
質
問
主
意
書
で
、
検
察
庁
と
し
て
、
「
上
杉
論
文
」
に
対
し
「
抗
議
文
」
を
出
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
、
今
回
判

断
し
た
根
拠
は
何
で
あ
る
の
か
、
ま
た
右
の
判
断
に
千
葉
景
子
法
務
大
臣
は
じ
め
加
藤
�
一
法
務
副
大
臣
、
中
村
哲
治
法
務

大
臣
政
務
官
は
ど
の
様
な
関
与
を
し
た
の
か
、
「
抗
議
文
」
に
つ
き
、
法
務
省
の
政
務
三
役
は
ど
の
様
な
説
明
を
受
け
て
い

る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
政
府
答
弁
書
」
で
は
「
御
指
摘
の
『
上
杉
論
文
』
の
記
載
が
捜
査
・
公
判
に
対
す
る
支
障
と
な

二



る
も
の
と
考
え
、
株
式
会
社
朝
日
新
聞
出
版
に
対
し
て
抗
議
を
行
っ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
」
と
の
旨
の
答
弁
が
な
さ
れ

て
い
る
。
で
は
検
察
庁
と
し
て
、
右
答
弁
に
あ
る
様
な
、
「
上
杉
論
文
」
と
同
程
度
の
「
捜
査
・
公
判
に
対
す
る
支
障
と
な

る
」
報
道
が
な
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
例
外
な
く
、
週
刊
朝
日
側
に
「
抗
議
文
」
を
送
っ
た
の
と
同
様
に
、
然
る

べ
き
措
置
を
講
じ
て
き
て
い
る
か
。

四

本
年
一
月
二
十
二
日
付
東
京
新
聞
に
、
「
内
部
告
発
直
前
に
逮
捕
、
服
役
し
出
所

三
井
元
大
阪
高
検
公
安
部
長

本
紙

に
語
る

『
検
察
、
ま
だ
自
民
と
一
体
』

小
沢
氏
周
辺
捜
査
『
裏
金
追
及
で
反
撃
せ
よ
』
」
と
の
見
出
し
で
、
元
大
阪
高
等

検
察
庁
公
安
部
長
の
三
井
環
氏
が
、
検
察
庁
に
お
け
る
裏
金
問
題
に
つ
い
て
発
言
し
た
記
事
（
以
下
、
「
東
京
記
事
」
と
い

う
。
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
東
京
記
事
」
に
は
、
「
検
察
は
ま
だ
、
前
の
政
権
与
党
だ
っ
た
自
民
党
と
一
体
に
な
っ
て

い
る
。
民
主
党
政
権
が
、
取
り
調
べ
可
視
化
な
ど
検
察
に
と
っ
て
都
合
が
悪
い
こ
と
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
、
排
除
す

る
と
い
う
考
え
だ
」
、
「
私
が
逮
捕
さ
れ
る
直
前
、
新
聞
紙
上
で
検
察
の
裏
金
問
題
を
実
名
告
発
し
た
後
、
参
考
人
と
し
て

国
会
で
証
言
し
、
検
事
バ
ッ
ジ
を
外
す－

と
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
既
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
。
逮
捕
当
日
は
、
新
聞
報
道
の

後
に
テ
レ
ビ
で
報
じ
る
と
い
う
約
束
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
鳥
越
俊
太
郎
氏
の
取
材
を
受
け
る
予
定
だ
っ
た
。
逮
捕
は
、
組

織
を
守
る
た
め
の
明
ら
か
な
口
封
じ
だ
」
と
の
、
検
察
庁
を
激
し
く
非
難
す
る
三
井
氏
の
発
言
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
右
の

三



内
容
は
、
検
察
庁
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
失
わ
せ
、
結
果
と
し
て
三
の
答
弁
に
あ
る
様
に
「
捜
査
・
公
判
に
対
す
る
支
障

と
な
る
も
の
」
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
法
務
省
政
務
三
役
で
は
な
く
、
樋
渡
利
秋
検
事
総
長
、
谷
川
次
席
検
事
に
よ
る
説

明
を
求
め
る
。

五

少
な
く
と
も
当
方
が
提
出
し
た
法
務
省
案
件
の
質
問
主
意
書
に
対
し
、
今
国
会
に
お
い
て
閣
議
決
定
さ
れ
た
答
弁
書
は
、

そ
の
一
言
一
句
が
前
政
権
に
お
け
る
も
の
と
全
く
変
わ
ら
な
い
も
の
が
多
く
、
千
葉
大
臣
は
じ
め
法
務
省
政
務
三
役
は
、
国

政
の
運
営
を
、
官
僚
主
導
・
官
僚
依
存
か
ら
政
治
主
導
・
国
民
主
導
へ
と
刷
新
す
る
こ
と
を
目
指
す
と
し
た
、
鳩
山
由
紀
夫

内
閣
の
方
針
を
全
く
実
践
で
き
て
い
な
い
と
考
え
る
。
右
に
つ
き
、
過
去
の
答
弁
書
で
「
政
務
三
役
は
、
『
基
本
方
針
』

（
平
成
二
十
一
年
九
月
十
六
日
閣
議
決
定
）
等
に
基
づ
き
政
治
主
導
の
国
政
運
営
を
進
め
て
お
り
、
御
指
摘
の
よ
う
な
『
指

導
』
の
必
要
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
先
の
質
問
主
意
書
で
、
鳩
山
由

紀
夫
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
、
法
務
省
政
務
三
役
が
政
治
主
導
の
国
政
運
営
を
進
め
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
根
拠
は
何
か

と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
政
府
答
弁
書
」
で
は
「
政
務
三
役
は
、
政
務
三
役
会
議
を
設
置
し
、
常
に
国
民
の
視
点
で
政
策
の
立

案
、
調
整
及
び
意
思
決
定
を
行
う
な
ど
、
法
務
省
の
運
営
に
名
実
と
も
に
責
任
を
持
つ
体
制
を
取
っ
て
お
り
、
政
治
主
導
の

国
政
運
営
を
進
め
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
年
三
月
二
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

四



政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
一
五
一
号
）
で
は
、
「
上
杉
論
文
」
に
対
し
て
「
抗
議
文
」
が
出
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し

て
更
に
上
杉
氏
に
よ
り
論
文
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
石
川
代
議
士
の
女
性
秘
書
に
対
す
る
東
京
地
検
特
捜
部
の
事
情
聴

取
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
国
民
は
大
き
な
疑
問
を
抱
き
、
国
民
の
間
に
不
信
感
が
渦
巻
い
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
と
の
問

い
に
対
し
、
「
検
察
当
局
に
お
い
て
は
、
常
に
法
と
証
拠
に
基
づ
き
、
厳
正
公
平
・
不
偏
不
党
を
旨
と
し
て
適
切
に
対
処
す

る
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
『
石
川
代
議
士
の
女
性
秘
書
に
対
す
る
東
京
地
検
特
捜
部
の
事
情
聴
取
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

国
民
が
大
き
な
疑
問
を
抱
き
、
国
民
の
間
に
不
信
感
が
渦
巻
い
て
い
る
』
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
に
、
常
に
検
察
の
正
し
さ
を
信
じ
、
あ
く
ま
で
検
察
側
の
目
線
に
の
み
立
っ

た
答
弁
を
す
る
法
務
省
政
務
三
役
の
、
ど
こ
が
「
常
に
国
民
の
視
点
で
政
策
の
立
案
、
調
整
及
び
意
思
決
定
を
行
う
な
ど
、

…
政
治
主
導
の
国
政
運
営
を
進
め
て
い
る
」
と
言
え
る
の
か
。
少
な
く
と
も
、
「
上
杉
論
文
」
と
「
抗
議
文
」
の
問
題
に
関

し
て
は
、
法
務
省
政
務
三
役
は
、
国
民
の
目
線
で
は
な
く
検
察
側
の
目
線
に
立
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
る

が
、
鳩
山
総
理
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

五


